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もっともっと膨大に築かれていくであろうということです｡そういった世界を知らずに過 ご す のと､それを知って､
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それを楽しんで理解しながら活用していく生活を送れるかどうかというところに大きな違いがあるのではないかとい
うことなのです｡情報処理教育というものは､そういう文化を理解し､利用するためにやっているのではないかとい
うことでありまして､コンピュータを基礎とする情報化時代の文化を体験的に理解するところにもっていく. これは
高校あるいは大学､特に大学における情報処理教育､これは理科系の学生はもちろんですけれど､文科系の学生にとっ
ては特にこういう観点での情報処理教育が大切です｡これを教育という言葉で表現するのはあまり適切ではなくて､
どちらかというと､慶艦大学のお話がありましたように､自己学習の支援をするという形でやるということが､非常
に大事だと思われます｡
これから京都大学の総合情報メディアセンターを作っていこうという中でも､オープンスペースラボというのを考
えておりまして､そのスペースには二百台くらい計算機､情報処理装置を置いて､誰でもがいっでもやって来て自由
に使って､自分で学習する､そういうことを支援するセンターというかたちに持っていきたいと思ってやっておりま
す｡慶艦大学の藤沢キャンパスに追いっくことができるのか､あるいはそれとはもっと違ったいろいろな特色を出せ
るのかということは､これからの課題だろうと思っています｡
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